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知的好奇心と仮想的有能感の関連

○汀 逸鶴（早稲田大学） 小塩真司（早稲田大学）

キーワード：仮想的有能感，拡散的好奇心，特殊的好奇心

問 題

仮想的有能感は自己の直接的なポジティブ経験に

関係なく，他者の能力を批判的に評価・軽視する

傾向に付随して習慣的に生じる有能さの感覚（速

水・木野・高木， ）と定義される。近年は，

他者軽視傾向と自尊感情を組み合わせることで元

来の定義に即したより純粋な仮想的有能感を導こ

うとする試みも行われている（速水ら， ，速

水・小平， など）。仮想的有能感が高い者は

抑うつ感情や敵意感情といった負の感情を抱きや

すく（小平・小塩・速水， ），このため仮想

的有能感は社会的に望ましくない特徴とされてい

る。他者軽視傾向が高く自尊感情が低い場合に仮

想的有能感を持つとされているため，他者軽視を

低減し自尊感情を向上させることができれば，よ

り適応的な有能感がもたらされる可能性が示唆さ

れる。

また，仮想的有能感を持っているとされる仮想型

は学習における自律的な動機づけが低いことが指

摘されている。しかし，他者軽視傾向・自尊感情

ともに低い萎縮型と比較すれば全般的に動機づけ

が高いことも明らかになっている（速水・小平，

）。内的動機づけを促進する要因の つとして

着目される知的好奇心について，類型間で関連の

差異がみられることが予想される。知的好奇心は

方向を定めず多様な情報を求める拡散的好奇心と

矛盾や不整合の解消を促す特殊的好奇心の つの

タイプを下位概念に持ち（ ， ， 波多

野・稲垣， ），個人の情報探索の志向性とし

て位置づけることができる。

知的好奇心の概念を通して情報探索の志向性が仮

想的有能感とどのように関連するかを検討し，よ

り適応的な有能感をもつための知見を得ることが

本研究の目的である。

方 法

手続き 日本の大学生 名（女性 名， 不明

名，平均年齢 歳， ）を対象に，

年 月に無記名の質問紙調査を実施した。

使用尺度 知的好奇心尺度（西川・雨宮， ）

項目 件法

の自尊感情尺度日本語版（桜井， ）

項目 件法

仮想的有能感尺度（ ）（ ， ，

， ） 項目 件法 他者軽視

傾向を測定する尺度として用いた。

結 果

仮想的有能感尺度と自尊感情尺度の得点をそれぞ

れ平均値で高低に分け，その組み合わせでサンプ

ルを全能型（他者軽視傾向高×自尊感情高），自尊

型（他者軽視傾向低×自尊感情高），仮想型（他者

軽視傾向高×自尊感情低），萎縮型（他者軽視傾向

低×自尊感情低）の つのタイプに分類した。こ

れら つのタイプを独立変数，知的好奇心の下位

尺度をそれぞれ従属変数とし， タイプの平均値

差について一要因分散分析を行った（拡散的好奇

心： （ ， ）＝ ， ＝ ， 特殊的好

奇心： （ ， ）＝ ， ＝ ）。

に つのタイプそれぞれの拡散的好奇心および特

殊的好奇心の平均値を示す。知的好奇心のうち主

効果が有意であった拡散的好奇心について多重比

較を行った結果，全能型・自尊型どちらも仮想型

に対して ％水準で、萎縮型に対して ％水準で有

意に平均値が高かった。

考 察

本研究では知的好奇心と仮想的有能感の関連につ

いて検討した。分析の結果，自尊感情が平均より

低い仮想型や萎縮型は全能型や自尊型に比べて拡

散的好奇心が低いことが明らかになった。このこ

とから，拡散的好奇心は主に自尊感情と関連し，

これを高める可能性があると考えられる。一方，

特殊的好奇心は有意な主効果を示さなかったもの

の，それぞれのタイプを比較すると全能型は自尊

型よりも，仮想型は萎縮型よりもそれぞれ平均値

が高かった。全能型と仮想型はどちらも他者軽視

傾向が平均より高いタイプに当たる。このことか

ら，自尊感情が低い場合，特殊的好奇心は他者軽

視傾向を高めることで仮想的有能感を向上させる

が，それにより動機づけが最も低いとされる萎縮

型を回避することができる可能性が示唆された。

本研究では先行研究に倣い他者軽視傾向と自尊感

情の得点を平均値で二分したが，この分類は妥当

性が担保されていない点がしばしば議論されてい

る。そのため今後はより妥当な分類法を含め，さ

らに慎重な検討を進める必要がある。

Mean SD Mean SD Ｎ

他者軽視傾向 自尊感情

高 高 全能型 21.76 0.68 21.14 0.65 51
低 高 自尊型 22.08 0.60 20.57 0.58 65
高 低 仮想型 19.35 0.69 20.61 0.66 49
低 低 萎縮型 18.79 0.65 18.96 0.62 56

拡散的好奇心 特殊的好奇心

Table 1 各タイプの拡散的好奇心および特殊的好奇心の平均値
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大学生におけるべきの専制と不安との関連
― 次 次コントロールの観点から―

○芝 啓太（名古屋大学大学院） 岡田 涼（香川大学）

キーワード：べきの専制， 次 次コントロール理論，不安

問題と目的

これまで，「～しなければならない」「～すべきだ」と

いった強迫的な態度が心理的な不適応につながることが

指摘されてきた。Horney（1950 藤沢・対馬訳 1986）は

このような状態を“べきの専制”（以下，「べき」）である

とし，「べき」が不安と密接に関連することに言及してい

るが，実証的に検討を行った研究はいまだない。そこで

本研究では「べき」と不安との関連を明らかにする。特

に青年期の不安について，山本（1991）は人間的成長に

ポジティブな不安とネガティブな不安，すなわち「成長

不安」と「抑制不安」の存在を指摘している。したがっ

て本研究もこれにならい不安を二側面から検討する。

また，「べき」が不安に至るプロセスを明らかにする

ことも重要であろう。「べき」が強い青年は葛藤状況にお

ける対処方略に問題を抱えていることが示唆されている

（茂垣, 2005）ことから，本研究では「べき」と不安とを

媒介する個人内の認知要因として1次/2次コントロール

理論（Rothbaum, Weisz, & Snyder, 1982）を取り上げ，「べ

き」と不安との関連における媒介効果を検討する。「べき」

が強い青年は，統制困難な出来事に対して，「どうにかし

よう」と働き掛ける 1次コントロール（Primary Control：
PC）を多く用いる一方，「どうにもできない」場合に柔

軟に思考を切り替えるといった 2 次コントロール

（Secondary Control：SC）を用いないことが考えられる。

以上より，本研究では認知的なコントロール方略を媒

介とした「べき」と不安との関連を検討し，現代青年に

おける「べき」の特徴を具体化することを目的とする。

方 法

対象者 X大学の大学生257名（主に教育学部）を対象

に質問紙調査を実施し，253 名（男性 105 名，女性 148
名）を分析対象とした。

質問紙 ①べきの専制を測る尺度5項目（茂垣，2005）。
回答形式は5件法。②1次/2次コントロール尺度20項目

（塚原，2010）。回答形式は5件法。③成長不安を測る尺

度10項目および抑制不安を測る尺度15項目〔山本，1988 :
山本（1991）の引用による〕。回答形式は6件法。

結 果

各尺度得点間の関連 各尺度の得点間でピアソンの相関

係数を算出した（Table 1）。「べき」は「PC」および「抑

制不安」と弱い正の相関を，「成長不安」とは中程度の正

の相関を示した。

パス解析による因果モデルの検討 「べき」と各不安と

の関連に対するコントロール方略の媒介効果を明らかに

*p < .05, **p < .01, ***p < .001
べきの専制が成長不安および抑制不安に

影響を与えるモデルの検討

するために，仮説および相関分析の結果に基づいてパス

解析を行った（Figure 1）。結果から，まず「べき」は，

「成長不安」（β = .23, p < .001）および「抑制不安」（β = .27,
p < .001）に対し直接的に正の影響を与えることが示され

た。また「べき」は「PC」（β = .23, p < .001）および「SC」
（β = .12, p <.05）にも正の影響を与え，「PC」は「成長不

安」に正の影響（β = .17, p <.01），「SC」は「成長不安」

に正の影響（β = .32, p <.001）および「抑制不安」に負の

影響（β = －.36, p <.001）を与えることが示された。これ

によりPC/SCの媒介効果が示された。

考 察

結果から，「べき」は良くも悪くも不安を喚起しやす

い人格特性であること，また SC を用いることでネガテ

ィブな不安が低減しうることが示唆された。今後の課題

として，「べき」から「SC」への影響は弱いものであっ

た（β = .12, p <.05）ため，「べき」と「SC」とを調整ある

いは媒介する要因を探索することが重要である。

各尺度得点間の相関関係

べき PC SC 成長不安 抑制不安

べき - .24** .12† .35** .24**

PC - .47** .38** -.10
SC - .43** -.32**

成長不安 - -.01

抑制不安 -

†p < .10, **p < .01
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